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女子大生のキャリアデザインと女子大学のキャリア教育に関する研究

一専門職養成学部を中心に-
StudyabouttheCarrierDesignoftheFemaIeUniversityStudentsand

CarrierEducationforaWomenTsuniversity

1.緒言

中央教育審議会によるキャリア教育･職業

教育の在り方に関する答申1)が示されてから､

すでに5年が経過した｡筆者らは､この間､女

子大学におけるキャリア教育の在り方を検討

するために､女子大学卒業生のライフコース

の事例分析を行い2)､その結果を教材化(ロー

ルモデル集)3)し､女子学園におけるキャリア

教育用教材開発に関する研究4)を行い､キャ

リア教育授業のための教材5)を作成し､大学

におけるキャリア教育の実態調査を実施して

きた｡

昨年は､本学の教養系の学部の学生たちを
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対象に｢女子総合学園のキャリア教育に関す

る調査｣6)を実施し､教養系学部の学生のキャ

リアデザインに関する実態を把握し､キャリ

ア教育の課題を抽出した｡

これらを踏まえ､本研究では､専門職養成学

部の学生に対して､昨年同様の調査を実施し､

専門職養成学部の学生のキャリアデザインに

関する実態とキャリア教育の課題を明確にす

るとともに､昨年との比較によって､教養系､

専門職養成系の差異並びに共通点を検討する

ことにより､女子大学に在籍する学生たちの

大学への進学動機と今後の理想のライフコー

スについて明らかにし､それぞれの学生のニ
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ーズに合ったキャリア教育の在り方を追究す

ることを目的とした｡なお､調査にあたっては

昨年の調査と同様に､京都女子大学による女

子学生のキャリア教育に関する調査研究7)を

参照した｡

2.研究方法

1)調査対象者

本研究では､本学7学部のうち専門職養成

系の学部としてとらえることのできる生活科

学部､教育学部の2学部に在籍する1～3年生

を調査対象とした｡本来であるならば､看護学

部が専門職養成系学部の筆頭であり､看護学

部に調査を実施すべきであると思われるが､

実習授業等のスケジュールの都合で､今回は

看護学部を対象から外すこととした｡両学部･

各学科1､2､3年生各100名ずつを目安とし

たが､調査票(有効回答票)の回収数は､表1の

とおりとなった｡

すなわち､生活科学部340名､教育学部堪7

名の合計787名を分析対象とした｡

表1 調査対象者の属性(学部学科･学年)

贅′黛洛…墓

.′蔓;委棄草葉ち墓
●

詰簿清秋摸 ≡重き薫整露ミ毒′三
妻套誉詐蓑′

※華挙簿綽 薫….妻て輩活重鎮義菱′墓墓
.毒さミ≡′葦藁警≡挙発達､:萎

1年 0 0 194 194

2年 125 93 154 372

3年 115 7 99 221

合計
240 100 447

l
787

340 447

2)調査方法

本研究における調査はアンケートにより実

施した｡調査時期は､2015年6～7月である｡

調査票は､授業中に配付･回収した｡

調査内容は､以下のとおりである｡

①大学進学に関する意思決定に関する事項

(大学進学理由､学部･学科の選択)

②大学入学と資格取得に関する事項(大学入

学時における資格取得の希望､大学入学時

に取得をめざしていた資格)

③理想のライフコースと価値観に関する事項

(卒業後の理想のライフコース､人生で重要

なもの)

④卒業後の職業選択に関する事項(就きたい

職業･職種に関する意思決定､就きたい職業､

希望する雇用形態､就職先を決める上で重

祝すること)

⑤キャリア教育の経験と希望に関する事項

(将来のキャリア形成に関してこれまでに

学んだ(体験した)こと､将来のキャリア形

成のために大学で学びたい(体験したい)こ

と､女子総合学園のキャリア教育について

思うこと)

調査結果は､全体及び学科別に集計し､全体

的傾向を把捉するとともに学科間の比較分析

を行った｡

3.結果及び考察

調査結果の概要は､表2に示したとおりで

ある｡
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表2 調査結果の概要(1)
基学部′ 雄‥, ご′′生活科…塁

′蔓安否､.

質問宴選択挺 窒雲彬 墓室垣垂聾簑課業…慄ども尭達
隼拳様※
坤鱒脚

どのような理由

専門的な知識を身に付けたいから 82 50 100 232

教義を身に付けたいから 5 4 19 28

資格を取りたいから 86 13 238 337

就職を有利にしたいから
15 12 26 53

で大学へ進学し

たか

(良い条件で就職したいから)

友達をつくりたいから 0 0 ロ ロ
大学進学が当たり前という環境だったから 37 14 38 89

親や塾に先生､知人など周囲の勧めがあったから 4 3 3 10

その他 5 2 口 8

将来就きたい職

業を考えて学

部･学科を選ん

だか

よく考えて選んだ 89 36 330 455

少し考えて選んだ 107 43 90 240

どちらともいえない 14 9 19 42

あまり考えずに選んだ 24 皿 7 42

全く考えずに選んだ 6 l 0 7

在学中に資格を
取得したいと思

っていたか

はい(資格を取得したいと思っていた) 228 92 432 752

いいえ(資格を取得したいと思っていなかった) 皿 8 9 28

卒業後理想とす

るライフコース

はどのようなも

のか

結婚後ずっと専業主婦 12 5 皿 28

出産後ずっと専業主婦 8 3 16 27

結婚退職後子育てが落ち着くまで専業主婦､その後パート

で働く
25 10 54 89

出産退職後子育てが落ち着くまで事業主霜､その後パート

で働く
100 28 139 267

結婚退職後子育てが落ち着くまで事業主婦､その後フルタ

イムで働く
13 6 27 46

出産退職後子育てが落ち着くまで専業主霜､その後フルタ
イムで働く

30 31 105 166

結婚･出産後も変わらずフルタイムで働く 25 10 59 94

結婚後はパートタイムで働く 5 2 2 9

結婚せずフルタイムで働く 13 2 14 29

結婚後､子どもはつくらずフルタイムで働く 2 口 4 7

その他 4 0 8 12

人生にとってど

の程度重要か

(1～5点)

子育て 4.1 4.1 4.4 4.3

親孝行 4.2 4.3 4.3 4.3

パートナー(配偶者､恋人)との関係 4.1 4.2 4.3 4.2
友人との関係 4.2 4.4 4.5 4.5
仕事 3.9 4.1 4.1 4

健康 4.5 4.3 4.4 4.4

美容 3.6 3.7 3.7 ●

自己啓発活動(自分のための趣味の活動) 4.0 4.0 3,9 4.0

社会貢献活動(社会に役立つ趣味の活動〉 3.2 4.4 3.6 36

卒業後に就きた

い職種･職業が
決まっているか

はっきり決めている 15 6 189 210

ある程度決めている 104 41 205 350

あまり明確に決めていない 110 44 44 198

まったく決めていない 9 7 4 20

進学するつもり 0 2 2 4

就職も進学もするつもりはない 0 0 0 0

その他 ロ 0 3 4

卒業後､どのよ

うな職業を希望
しているか

会社員 150 75 26 251

公務員(教員以外) 45 9 34 88

教員 10 7 359 376

自営業者(家業を継ぐ) 4 2 4 10
その他 28 4 12 44

注:1)各質問に対 する有効回答(未回答､不適切回答を除く)の結果を示した｡

2)〔1～5点〕で回答を求めた質問の数値は平均点､その他の質問の数億は回答数を表す｡
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表2 調査結果の概要(2)

双対拳雛菊 豪華生う吉祥巌三 馨′教育義蓑
貯挙横壷
(享嘩三た軸′質顧;′邁獲獲≦…′ ……義章票賛墓妻 ミ≡牽垂嚢蜜…さ

…妻窒活科鵜
萱′デ携羅′ジ′′′

桑孝′ノも発達

卒業後､どのよ
うな雇用形態を

希望しているか

正規の職員･従業員 234 97 428 759

パート 2 口 5 8

アルバイト 0 0 口 ロ
労働者派遣事業所の派遣社員 0 0 0 0

契約社員 R 0 口 2

嘱託 0 0 0 0

その他 0 0 ロ ロ

就職先を決める
上でどの程度重
祝しているか

(1～5点)

自分の能力やスキルを活かせる 4.1 4.3 4.2 4.2

仕事の内容にやりがいを感じる 4.4 4.6 4.6 4.5

時間的･精神的負担が少ない 4.1 3.9 3.6 3.8

給与が高い 4.0 4.0 3.7 3.8

休暇がとりやすい 4.0 4.0 3.6 3.8

職場への交通の便が点い 4.0 3.9 3.8 3.9

職場の雰囲気･人間関係が良い 4.7 4.7 4.5 4.6

長く勤め続けることができる 4.3 4.3 4.2 4.2

経営･雇用が安定している 4.5 4.4 4.4 4.4

仕事を通じて社会貢献できる 3.5 3.5 4.0 3.8

性別にかかわりなく活躍できる 3.7 3.9 4.0
●

将来のキャリア

形成に関する事

項をこれまでに

近年の就職状況
ある 160 74 320 554

ない 80 26 127 233

働く女性の現状
ある 192 75 347 614

ない 48 25 100 173

ロールモデル(目標となる先輩)や卒業生の体験談
ある 127 68 251 446

ない 113 32 196 341

生活設計の方法
ある 196 80 345 621

ない 44 20 102 166

就職活動に必要な具体的なスキル ある 65 28 180 273

学んだ(体験し

た)ことがある
か

(エントリーシートの審き方､面接の受け方など) ない 175 72 267 514

就職採用試験(筆記試験)の内容
ある 77 29 129 235

ない 163 71 318 552

インターンシップ(現場の就業体験)
ある 15∈ヨ 49 258 465

ない 82 51 189 322

OGとのネットワーク
ある 167 81 345 593

ない 73 19 102 194

就職のために今するべきこと
ある 89 45 183 317

ない 151 55 264 470

将来のキャリア

形成に関する事

項を大学でどの
程度学びたいか

(1～5点)

近年の就職状況 4.1 4.1 3.9 4.0

働く女性の現状 3.7 4.0 3.8 3.8

ロールモデル(目標となる先輩)や卒菓生の体験談 4.2 4.1 4.2 4.2

生活設書十の方法 3.7 3.9 3.8 3.8

就職活動に必要な具体的なスキル(エントリーシー

トの沓き方､面接の受け方など)
4.7 4.7 4.4 4.5

就職採用試験(筆記試験)の内容 4.6 4.6 4.6 4.6

インターンシップ(現場の就業体験) 3.9 4.4 4.1 4.1

OGとのネットワーク 3.9 3.8 3.8 3.9

就職のために今すべきこと 4.5 4.4 4.4 4.5

注:1)各矧凱こ対する有効回答(未回答､不適切回答を除く)の結果を示した｡

2)〔1～5点〕で国答を求めた質問の数億は平均点､その他の質問の数億は回答数を来す｡

以下では､表2及びより詳細なデータに基 (1)大学進学に関する意思決定

づいて作成した図表を提示し､項目別に結果 a.大学進学理由

を考察する｡ ｢あなたはどのような理由で大学へ進学し
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ましたか｣という開いに対する回答は､図1の

とおりである｡全体をみると､｢資格をとりた

いから｣が最も多く､次いで｢専門的な知識を

身に付けたいから｣があげられ､これらを合わ

せると7剖を超える｡これに対し｢大学進学が

あたり前という環境だったから｣は約1剖､

｢就職を有利にしたいから(良い条件で就職し

全体

管理栄養

生活環境デザイン

子ども発達

たいから)は7.0%にとどまることから､学生

たちは､総じて､具体的で明確な動機を意読し

て大学へ進学している様子がうかがえる｡

また､学科別に比検すると､子ども発達学科

で｢資格をとりたいから｣が多く､生活環境デ

ザイン学科で｢専門的な知識を身に付けたい

から｣とする学生がかなり多いことが分かる｡

図1どのような理由で大学に進学したか(1つ選択)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 10P%

ロ専門的な知識を身に付けたいから

田奈格を取りたいから

国友達をつくりたいから

迅教養を身に付けたいから

日就職を有利にしたいから(良い条件で就職したいから)

因大学進学が当たり前という環境だったから

払拭や塾に先生､知人など周囲の勧めがあったから 琶その他

注:ズ2検定によれば学科別の回答には1%水準で有意差が認められる(p=0･0000)0

b.学部･学科の選択

｢あなたは将来就きたい職業を考えて学部･

学科を選びましたか｣という質問に対する回

答は､図2のとおりである｡全体をみると｢よ

く考えて選んだ｣が最も多く､｢少し考えて選

んだ｣を合わせると9剖近くにのぼる｡これに

対し｢あまり考えずに選んだ｣が5.3%､｢まっ

たく考えずに選んだ｣は0.9%であることから､

大半の学生が将来就きたい職業を考えて選ん

でいることが分かる｡

図2 将来就きたい職業を考えて学部･学科を選んだか〔1つ選択〕
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全1本

管理栄養

生活環境デザイン

子ども発達

ロよく考えて選んだ 位少し考えて選んだ 囚どちらともいえない Bあまり考えずに選んだ 因まったく考えずに選んだ

注:ズ2検定によれば学科別の回答には1%水準で有意差が認められる(p=0･0000)0
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学科別に比較してみると､｢よく考えて選ん

だ｣が管理栄養学科や生活環境デザイン学科

が4剖弱にとどまるのに対し､子ども発達学

科は7剖を超えることから､学部･学科選択を

する際に子ども発達学科は将来就きたい職業

を明確に意識していることがうかがえる｡

(2)大学入学と資格取得

a.大学入学時における資格取得の希望

｢あなたは大学入学時､在学中に何か資格を

取得したいと思っていましたか｣という質問

に対する回答は､囲3のとおりである｡全体を

みると､｢はい(資格を取得したいと思ってい

た)｣が96.4%で､大半の学生が資格取得を望

んで大学に入学したことが分かる｡学科別に

比較すると､子ども発達学科では｢はい｣と答

えた人が98%に達し､他の学科以上に資格志

向が強いことが分かる｡子ども発達学科は教

員養成系の学科であるため､十分に検討した

うえで学科を受験したという囲1の結果とも

符合する｡また管理栄養士の育成を進めてい

る管理栄養学科においても｢いいえ(資格を取

得したいと思っていなかった)｣を選択した学

生は4.6%にすぎないという結果となった｡生

活環境デザイン学科も資格志向は強いが､教

員や管理栄養士のように､学科に共通する一

つの資格をイメージするわけではないためか､

8%と1剖近くの学生が｢いいえ(資格を取得

したいと思っていなかった)｣を選択している｡

園3 大学入学時､在学中に何か資格を取得したいと思っていたか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

管理栄養

生活環境デザイン

子ども発達

劉まい(資格を取得したいと思っていた) 匠し､いえ(資格を取得したいと思っていなかった)

注‥ズ2検定によれば学科別の回答には1%水準で有意差が認められる(p=0･009)0

b.大学入学時に取得をめざしていた資格

｢大学入学時､あなたが取得を鋸旨していた

資格は何ですか｣という問いに対する回答は､

図4のとおりである｡全体をみると､｢/ト学校

数論｣が最も多く､次いで｢幼稚園教諭｣となり､

4割前後の人がこの二つの資格をあげていた｡

しかしこの結果は､子ども発達学科の母数が

半数以上を占めることに起因していると考え

られるため､学科別に比較する｡

表3は､取得を目指す資格を学科別に分類

したものである｡これをみると3学科に共通

して見られる資格は｢TOEIC｣のみである｡中

学校･高等学校の教諭は生活環境デザイン学

科と子ども発達学科に共通するが､その他の

資格は全く学科により異なっていることが特

徴のひとつである｡資格志向の学部学科であ
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図4 大学入学時､取得をめざしていた資格(受験資格､任用資格､検定試験などを含む)はなにか

く全 体〉 〔複数回苔:人〕

0 50 100 150 200 250 300 350 400

小学校教諭

幼稚園教諭

保育土

管理栄養士

栄養士

中学校数詞

TOEIC

高等学校教蘭

インテリアコーディネーター

ニ級建築士･木造建築士

食品衛生監視員

カラーコーディネーター

食品衛生管理者

インテリアプランナー

司番･学校図竃儲司番数諭

秘審

色彩検定

一級建築士

商業施設士

栄養教諭

学芸員

実用英言書抜能検定

その他

マイクロソフト認定プロフ=ツショナル伽CP)

福祉住環境コーディネーター

建築横領士補■ 因4

J-SH服(小学校英語指導者認定)桓4

日本言吾教員 圏4

児童指導員短3
一般テキスタイルアドバイザー(衣料管理士)担3

中国言吾検定 毎2

漢語水平考試(HSK)野2

ファイナンシャルプランナー麺2弓

販売土葬2

児童福祉司 担2

ドイツ言吾検定舞2

第一種衛生管理者事1

保健師il
汀パスポート試験!1

臨床心理士ll
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るため当然の結果ではあるが､明確な差異が

みられた｡管理栄養学科では管理栄養士が

93.8%と大半の学生が志向しており､栄養士

は約半数､食品衛生監視員､食料衛生管理者が

2割程度と学科にかかわる資格が続く｡生活

環境デザイン学科に関しては､6謝以上がイ

ンテリアコーディネーター､二級建築士t木造

建築士を目指しているが､管理栄養学科ほど

明確な数字とはなっていない｡これはアパレ

ル系と建築･住宅系の分野があるためであろ

う｡インテリアプランナー､色彩検定､一級建

築士と志望資格が続く｡いずれにしても､

TOEICと中学校･高等学校教諭を除き､学科

専門に密着した資格が並んでいるのは管理栄

養学科と同様の傾向といえよう｡教育学部子

ども発達学科に関しても､TOEICを除いて､

教員養成系の資格が列挙された｡/ト学校･幼稚

園教諭が7割以上を占め､保育士が半数を占

める｡副免となる中学校･高等学校が2～3割

で､司書･司書教諭が1割弱となった｡3学科

に共通して､入学した後は､資格取得に向かい

教育されていると考えることもできよう｡こ

のことは､昨年の教養系学部学科における調

査の結果においては､それぞれの学科の特徴

はみられるものの､学部の違いを越えた一般

的な資格を志向していたことと比較すると異

なる結果となった｡

表3 大学入学時､取得をめざしていた資格(受験資格､任用資格､検定試験などを含む)はなにか

く学科別〉 (複数回答:%〕

輿
位 毒筆寝業､ 萎襲撃嚢衰董…′′′萱′､妻蜜箔鱒鱒蓑棄蓬､.茎萎肇…㌍諜半纏橙

l
小芋桟敷諭 撃墜翠襲± インテリア∨ヨニディネータニ 小学華黍凝
44.1 93.8 64.0 76.5

2 塾準周蓼凝 琴蚤± 三軍襲撃±∴本道建築士 功稚堅牢箪
40.0 48.7 60.0 70.0

3
爆奪± 食違鱒豊里現員 カラニヨニディネ一夕ニ 保育士

31.8 24.6 l 55.5

4
管琴琴襲± 重量鱒生管理睾 イ..≧､責､∨!｣ハ,アブえと∨±二 中学拳黎垂

●

22.5 41.0 29.1

5
翠垂± TOEIC 色彩楕定 毒筆挙摩黎垂
21.7 17.9 l 17.9

6
中学校黎箪 栄整数論 二級墜琴±

TOEIC

18.7 9.2 29.0 11.6

7
TOEIC 帝業施設士 司書･学黍琴沓館司撃墜麹
13.7 28.0 7.8

8
毒筆学校墾垂
12.9

TOEIC

●

9
インテリアハヨニディネータニ

;l

毒筆要撃敷革
ll

10 言鱒寧琴±∴本草襲撃±
テ8

廷琴硬筆±鱒
6.0

‖
食品衛生監視員

7.5

室延佳琴象ヨニデイ.阜二旦二
●l

12
カラニヨニディネ一夕=

l

中学校教室

8ニ0

13 寒鼻鱒隻讐埋草
6.9

学芸員

畠.6

14
インテリアプランナー
云.さ

注:1)5%以上の学生が取得を希望していた資格を掲げた｡

2)上段は資格名､下段は当該資格の取得を希望していた学生の割合を示した｡
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(3)理想のライフコースと価値観

a.卒業後の理想のライフコース

｢あなたが卒業後､理想とするライフコース

はどのようなものですか｣という問いに対す

る回答は､図5のとおりである｡全体をみると､

｢出産退職後子育てが落ち着くまで専業主婦､

その後パートで働く｣が最も多く34.5%を占

めている｡次いで｢出産退職後子育てが落ち着

くまで専業主婦､その後フルタイムで働く｣が

21.4%､｢結婚･出産後も変わらずフルタイム

で働く｣が12.1%､｢結婚退職後子育てが落ち

着くまで専業主婦､その後パートで働く｣が

11.5%の順となっている｡

選択肢を組み合わせてみると､ほとんどの

学生が理想のライフコースに｢結婚･出産｣を

想定していることが分かる｡また｢仕事｣との

関わり方では､結婚･出産の有無､復職のタイ

ミング等を組み合わせると､パートタイム希

望が46.0%､フルタイム希望が44.0%､専業主

婦希望が7.1%であった｡

さらにこの結果を国立社会保障･人口問題

研究所が2010年に実施した｢第14回出生動向

基本調査(結婚と出産に関する全国調査)｣8)

の結果と比較すると､女子大学に適う調査対

象者層の特徴が明確となる｡同調査によれば､

全体

管理栄養

生活環境デザイン

子ども発達

未婚女性の理想のライフコースについて､｢専

業主婦コース｣19.7%､｢再就職コース｣35.2%､

｢両立コース｣30.6%､｢DINKSコース｣3.3%､

｢非婚就業コース｣4.9%という結果が得られ

ている｡本調査の結果を同様に集計しなおす

と､｢専業主婦コース｣7.1%､｢再就職コース｣

73.3%､｢両立コース｣13.3%､｢DINKSコース｣

0.9%､｢非婚就業コース｣3.7%となる｡調査に

関する諸条件が異なるため単純に比較はでき

ないが､いずれにしても､本調査の対象学生が

いわゆるM字型(再就職コース)を強く志向

しており､両立コースの希望者が少ないこと

が明白である｡

これらの結果を学科別にみると､生活環境

デザイン学科では､｢出産退職後子育てが落ち

着くまで専業主婦､その後フルタイムで働く｣

希望が31.6%と､｢出産退職後子育てが落ち着

くまで専業主婦､その後パートタイムで働く｣

コース(28.6%)を上回っているという特徴が

ある｡一方管理栄養学科では､｢出産退職後子

育てが落ち着くまで専業主婦､その後パート

タイムで働く｣コースが42.2%と相対的に高

く､全体の平均と比べ7.7ポイント上回ってい

るという特徴がある｡

図5卒業後理想とするライフコースはどのようなものか(1つ選択)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 9D% 100%

口結婚後ずっと専薬主婦 由出産後ずっと専業主掃

悶結婚退職後子育てが落ち着くまで専業主婦､その後パートで働く □出産退職後子育てが落ち着くまで専業主婦､その後パートで働く

町結婚退職後子育てが落ち着くまで専業主婦､その後フルタイムで働く 田出産退職後子育てが落ち潜くまで専業主婦､その後フルタイムで働く

臼結婚1出産後も変わらずフルタイムで働く 臥結婚後はパートタイムで働く

町結婚せずフルタイムで鋤く 団結婚後､子どもはつくらずフルタイムで鋤く
臼その他

注=ズ2検定によれば学科別の回答には5%水準で有意差が認められる(pニ0.018)｡
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図6 人生にとってどの程度重要か〔5段階評定:平均点〕

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 乙50 3.00 3.50 4.00 4.50 5.00

生活環境デザイン

子ども発達

悶子育て 臥親孝行

ロバートナー(配偶者､恋人)との関係 国友人との関係

国仕事 白健康

国英春 日自己啓発活動(自分のための趣味の活動)

D社会貢献活動(社会に役立つ趣味の活動)
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b.人生で重要なもの

｢あなたの人生にとって次の事項はどの程

度重要ですか｣という問いに対する回答は､図

6のとおりである｡全体をみると､重要度に関

する平均スコアは､｢友人との関係｣が4.46と

最も高く､次いで｢健康｣4.43､｢子育て｣4.29と

なっている｡一方､｢社会貢献活動｣や｢美容｣項

買は重要度のスコアが3.5前後と相対的に低

い｡

学科別にみると､管理栄養学科は｢健康｣の

重要度のスコアが高く､生活環境デザイン学

科では｢友人との関係｣､｢健康｣の重要度のス

コアが高い｡子ども発達学科では､｢友人との

関係｣､｢子育て｣､｢健康｣の重要度のスコアが

高くなっている｡管理栄養学科と子ども発達

学科では専門資格取得者が多いと考えられる

が､｢仕事｣に関する重要度のスコアが管理栄

養学科で3.91と低く､この結果は予想と異な

るものであった｡

生活環境デザイン

子ども発達

(4)卒業後の職業選択

a.就きたい職業･職種に関する意思決定

｢あなたは現在､卒業後に就きたい職種･職

業を決めていますか｣という問いに対する回

答は､図7のとおりである｡全体をみると､｢あ

る程度決めている｣が最も多く44.8%を占め､

｢はっきり決めている｣を合わせると､7剖以

上の学生が将来の職業･職種について具体的

なイメージをもっている｡これは､専門職養成

系学部･学科の特徴を示唆する結果であるよ

うに思われるが､学科別に比較すると大きな

差異が認められる｡

｢はっきり決めている｣または｢ある程度決

めている｣と回答する割合が非常に高いのは

子ども発達学科で､9剖近くの学生が将来の

職業･職種を決めており､教諭､保育士などを

目指しているものと思われる｡これに対し､管

理栄養学科で｢はっきり｣または｢ある程度｣卒

業後に就きたい職業･職種を決めているのは

5割にとどまり､生活環境デザイン学科では5

割に満たない｡

図7 卒業後､就きたい職業･職種が決まっているか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅰ 霊

26.9
】:

8 込5.3 渕

6.3 払9珂 46.乏
J芸～万ノそ

…‥害婆妻

6.0′ 旦那ゆ ヰヰ､8

42.6 旦:6塑

凋

9.9 8…9

蔓
即5
臼

ロはっきり決めている 悶ある程度決めている 趨あまり明確に決めていない 室まったく決めていない

匿進学するつもり 国就職も進学もするつもりはない国その他

注:ズ2検定によれば､学科別の回答には1%水準で有意差が認められる(p=0.0000)｡
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b.就きたい職業

｢あなたは大学卒業後､どのような職業を希

望していますか｣という開いに対する回答は､

図8のとおりである｡全体をみると､調査対象

者の学部･学科構成を反映し､｢教員｣が最も多

く全体の半数近くを占め､次いで3割強が｢会

社員｣､1剖強が｢公務員｣と答えている｡

全体

管理栄養

生活環境デザイン

子ども発達

学科別に見ると､子ども発達学科では､8剖

以上が｢教員｣と答えており､これが全体の結

果に影響を及ぼしている｡一方､管理栄養学科

では6割強が､生活環境デザイン学科では8割

近くが｢会社員｣と答えており､さらに管理栄

養学科では｢公務員｣と答える学生も2割程度

みられる｡

図8 卒業後､どのような職業に就きたいか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

蓼 l ! l 1 1 I l 1 l

ミ;～､､豆､‡､≒ぎ､

32.6 馴製 温･8.9
種類揮

l l i l l l l t

′63.3 ′ ､′≡､勝II9!砂 ぎー～､ひミ管､くく′′高くて;イ
モ;､､､守ジて

l■ l ■■■■■■+M■H

′
77.3

.際
㈱ ･

l■■■■ l ■■■■■■■I

6.0.玩.8 8を.5

‡ 王 】】11l

手Jン}ぎ窒;二等
Il

ロ会社員 臼公務員(教員以外)国教員 国自営業者(家業を鮭ぐ)凶その他

注‥ズ2検定によれば､学科別の回答には1%水準で有意差が認められる(pニ0.0000)｡

C.希望する雇用形態

｢あなたは大学卒業後､どのような雇用形態

を希望していますか｣という問いに対する回

答は､囲9のとおりである｡全体をみると､ほ

とんどすべての学生が｢正規の職員･従業員｣

と回答している｡

全体

管理栄養

生活環境デザイン

子ども発達

学科別にみても､いずれも同様の結果とな

っており､専門分野や将来就きたい職業に関

わらず､学生たちは､総じて安定した収入の得

られる雇用形態を望んでいることが明らかで

ある｡

図9 卒業後､どのような雇用形態で働きたいか

0% 20% 40% 60% 80% 90%

ロ正規の職員一従業員 魁パート 国アル′〈イト 国労働者派遣事業所の派遣社員

白契約社員 趨嘱託 回その他

注:ズ2検定によれば､学科別の回答には有恵差は認められない
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d.就職先を決める上で重視すること

｢あなたは就職先を決める上で次の事項を

どの程度重視しますか｣という問いに対する

回答(1～5点の評定点を選択)は､図10のと

おりである｡全体をみると､就職先を決める上

で重視する程度が最も高いのは､｢職場の雰囲

気･人間関係が良い｣で､そのスコアは4.59で

ある｡次いで｢仕事の内容にやりがいを感じ

る｣が4.53､｢経営･雇用が安定している｣が

4.41となっており､さらに｢長く務め続けるこ

とができる｣､｢自分のスキルや能力を活かせ

る｣が続く｡これら以外の選択肢のスコアには

大差がみられないが､相対的に最もスコアが

低いのは｢仕事を通じて社会貢献できる｣の

3.75である｡

学科別にみると､上位の3つの選択肢は3学

科に共通であるが､管理栄養学科と生活環境

デザイン学科では｢職場の雰囲気･人間関係が

良い｣のスコアが最も高いのに対し､子ども発

達学科では｢仕事の内容にやりがいを感じる｣

のスコアが最も高い｡また､スコアが最も低い

選択肢をみると､管理栄養学科と生活環境デ

ザイン学科では｢仕事を通じて社会貢献でき

る｣であるのに対し､子ども発達学科では｢時

間的･経済的負担が少ない｣である｡これらの

結果は､子ども発達学科の学生が目指してい

る｢教員｣という仕事が､管理栄養学科や生活

環境デザイン学科の学生が目指している｢会

社員｣とは異なる性質をもっていることを反

映したものといえよう｡

(5)キャリア教育の経験と希望

a.将来のキャリア形成に関してこれまでに

学んだ(体験した)こと

｢将来のキャリア形成(就職､生活設計)に関

する事項について､これまでに学んだ(体験し

た)ことがありますか｣という問いに対する項

目別の回答は､図11のとおりである｡

全体をみると､大学の授業で学んだことと

しては､｢生活設計の方法｣が43.2%と最も割

合が高く､次に｢働く女性の現状｣が38.1%と

続く｡また､キャリアサポート課のイベント等

で学んだことは｢就職のために今すべきこと｣

｢就職採用試験(筆記試験)の内容｣｢就職活動

に必要な具体的なスキル｣が15%前後であっ

た｡これまで学んだ(体験した)ことはない項

目は､｢OGとのネットワーク｣が約7剖､｢イン

ターンシップ｣が約6剖､｢就職採用試験(筆記

試験)の内容｣が約5剖であった｡これらの結

果は､今回の調査における回答者に2年生が

多いこと､キャリアサポート課主催の活動時

期との兼ね合いで､未体験者が多いことも考

えられる｡また､中学･高校での学びや体験で

は､｢近年の就職状況｣が最も割合が高く48.1

%であった｡次に､｢働く女性の現状｣｢ロール

モデルや卒業生の体験談｣｢生活設計の方法｣

と続いている｡

表4の学科別をみると､資格専門職養成系3

学科において大きな差はみられない｡前回の

調査では､学部によって大学で学んだことの

割合に差があり､学部のカリキュラムの特徴

が反映されていると推測された｡若干の差で

はあるが､生活環境デザイン学科が他の2つ

の学科に比べ､｢近年の就職状況｣｢働く女性の

現状｣の項目に閲し､中学･高校･大学以外の

｢その他の機会に学んだ｣と回答する割合が高

かった｡

b.将来のキャリア形成のために大学で学び
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図10 将来の就職先を決める上でどの程度重視するか〔5段階評定:平均点)

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50 4.00 4.50 5.00

管理栄養

生活環境デザイン

子ども発達

口性別に関わりなく活躍できる 悶仕事を通じて社会貢献できる 囚経営▲雇用が安定している

垣長く勤め続けることができる 国職場の雰囲気･人間関係が良い国職場への交通の便が良い

邑休暇が取りやすい 国給与が高い 詔時間的一律済的負担が少ない

匿仕事の内容にやりがいを感じる国自分のスキルや能力を活かせる
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図11将来のキャリア形成に関する事項についてこれまで学んだ(体験した)ことがあるか
<全 体> (%)

0 10 20 30 40 50 60 70 80

近年の就職状況

働く女性の現状

生活設計の方法

ロールモデル(目標となる先輩)や卒業生の体験談

就職活動に必要な具体的なスキル

(エントリーシートの審き方､面接の受け方など)

就職採用試験(筆記試験)の内容

インターンシップ(現場の職業体験)

OGとのネットワーク

就職のために今するべきこと

ヰ学校や高等学校で学んだ(体験した) 位大学の授業で学んだ(体験した)

閻キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した)猫その他の税金に学んだ(体験した)

悶これまで学んだ(体験した)ことはない

たい(体験したい)こと

｢あなたの将来のキャリア形成(就職､生活

設計)のために､次の事項をどの程度学びたい

(体験したい)ですか｣という問いに対する回

答は､図12のとおりである｡全体をみると､

｢就職活動に必要な具体的なスキル｣｢就職採

用試験の内容｣がいずれも4.6程度の高いスコ

アを示しており､続いて｢就職のために今する

ベきこと｣4.46､｢ロールモデルや卒業生の体

験談｣4.19､｢インターンシップ｣4.09､｢近年の

就職状況｣4.0となっている｡逆に相対的にス

コアが低いのは｢生活設計の方法｣3.77､｢働く

女性の現状｣3.79である｡これらの結果から､

将来のキャリア形成のために学生が学びたい

内容とは､就職活動に役立つような具体的な

内容やスキルであることがうかがえる｡
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表4 将来のキャリア形成に関する事項についてこれまで学んだ(体験した)ことがあるか

く学科別〉 (%)

′薫薫頚眉≧簑章……
重責､毒重鎮墜票 芸……潜車乗肇薫禁尊重境裏表藁葺′…董′栄と運筆蓮華

近年の就職状況

中学校や高等学校で学んだ(体験した) 0.4 0.0 1.6

大学の授業で学んだ(体験した) 2.1 1.0 4.1

キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 21.9 16.3 25.6

その他の棍会に学んだ(体験した) 41.4 三蓑′56云】 40.0

これまでに学んだ(体験した)ことはない 33.8 26.5 2臥7

働く女性の現状

中学校や高等学校で学んだ(体験した) 0,8 0.0 1.4

大学の授業で学んだ(体験した) 6.3 1.0 4.7

キャリアサボ｣ト課のイベント等で学んだ(体験した) 3乙6 19.4 32.3

その他の機会に学んだ(体験した) 40.2 ′薫54ご1 39.1

これまでに学んだ(体験した)ことはない 20.1 25.5 22.6

生活設計の方法

中学校や高等学校で学んだ(体験した) 0,0 0.0 0.8

大学の授業で学んだ(体験した) 3.4 2.0 3.4

キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 16.0 19.4 18.3

その他の機会に学んだ(体験した) 33.2 45.9 33.6

これまでに学んだ(体験した)ことはない 47.5 32.7 44.2

ロールモデル
(目標となる先輩)や

卒業生の体験談

中学校や高等学校で学んだ(体験した) 1,3 0.0 0.9

大学の授業で学んだ(体験した) 3,8 0.0 5.9

キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 36.6 28.6 31.2

その他の機会に学んだ(体験した) 39.9 51.0 38.9

これまでに学んだ(体験した)ことはない 18.5 20.4 23.1

就職活動に必要な
具体的なスキル

(エントリーシートの

審き方､面接の受け方

など)

中学校や高等学校で学んだ(体験した) 0,0 0.0 1.4

大学の授業で学んだ(体験した) 0.8 1,0 1.4

キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 7.1 5.1 10.8

その他の機会に学んだ(体験した) 18.4 20.4 26.2

これまでに学んだ(体験した)ことはない 墓室73ミミ2… 雲量73.′5
‥董60.′3.

就職採用試験(筆記試
験)の内容

中学校や高等学校で学んだ(体験した) 0,0 1,0 0.5

大学の授業で学んだ(体験した) 1.3 0,0 1.8

キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 6.7 7.1 7.4

その他の機会に学んだ(体験した) 23.4 19.4 柑.5

これまでに学んだ(体験した)ことはない ;重量68三…21
;∫..÷′､72.′こ4‥..71.′8

インターンシップ(現

場の職業体験)

中学校や高等学校で学んだ(体験した) 1.7 0.0 1.4

大学の授業で学んだ(体験した) 8.4 1.0 3.9

キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 24.7 11.2 16.8

その他の機会に学んだ(体験した) 31.0 35.7 35.1

これまでに学んだ(体験した)ことはない 34.3 ′;′′ミ′こミ52,0 42.9

OGとのネットワーク

中学校や高等学校で学んだ(体験した) 0.8 0.0 1.1

大学の授業で学んだ(体験した) 2.5 3.1 5.6

キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 28.2 28.6 27.5

その他の機会に学んだ(体験した) 37.8 49.0 4乙7

これまでに学んだ(体験した)ことはない 30.7 19.4 23.0

就職のために今するベ

きこと

中学校や高等学校で学んだ(体験した) 0.4 0.0 0.5

大学の授業で学んだ(体験した) 0.4 0.0 1.6

キャリアサポート課のイベント等で学んだ(体験した) 9.6 14.3 10.4

その他の機会に学んだ(体験した) 26.4 29.6 28.0

これまでに学んだ(体験した)ことはない ;蚕.′書63…､′2､…
嚢‡56.雄 ′ご 59j6′

注:経験率(学んだ学生の割合)または未経験寧(これまでに学んだことはない学生割合)が50%を超えるものに網掛けをした｡

学科別に比較すると､他の2学科に比べ､生

活環境デザイン学科は｢働く女性の現状｣や

｢インターンシップ｣のスコアが相対的に高く

なっている｡これは､卒業後の進路が他の2学

科に比べ､一般企業への就職が多いことが考

えられる｡管理栄養学科では､相対的に｢ロー

ルモデルや卒業生の体験談｣のスコアが高く､

卒業後のイメージについて関心が高いことが

分かる｡子ども発達学科は､｢就職採用試験の

内容｣が最も高いスコアであり､教員採用試験

に関する学びの関心が高いことを示している｡

その一方で､｢生活設計の方法｣に関しては､相
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対的に低いスコアとなっている｡

これらの結果については､調査対象者の学

年構成の影響なども受けていると思われるが､

卒業後の進路や職業が反映されていると考え

られる｡総じて､就職活動に直結するような内

容に関する学びの関心が高いのは明らかでは

あるが､内容的には学科別で異なるものと考

えられる｡管理栄養学科での｢管理栄養士｣の

資格取得や子ども発達学科での｢教師｣という

専門職に就くための学びと､一般的な就職活

動を行う生活環境デザイン学科の学生の学び

の関心は異なってくるということであろう｡

一方､｢働く女性の現状｣や｢生活設計の方

法｣は相対的にスコアが低い傾向がある｡これ

図12 将来のキャリア形成に関する事項をどの程度学びたい(体験したい)か

〔5段階評定:平均点〕

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50 4.00 4.50

管理栄養

生活環境デザイン

子ども発達

□近年の就職状況

臥働く女性の現状
凶ロールモデル(目標となる先輩)や卒某生の体験談

日生活設計の方法

殴就職活動に必要な具体的なスキル(エントリーシートの審き方､面接の受け方など)
団就職採用試験(筆記試験)の内容

ロインターンシップ(現場の就業体験)
囚OGとのネットワーク

断続職のために今するべきこと

150 Journa蔓OfSugiyamaHumanResearch2015



は､就職活動に直結した知識とはいえないが､

将来のキャリア形成､とりわけ職業社会にお

ける自分の生き方を実現できる力を身につけ

るという点において重要である｡それゆえに､

学生の就職活動に役立つことを学びたいとい

う意識を理解しつつ､今後のライフキャリア

を見通した知識への関心をいかに向上させる

かが今後のキャリア支援の課題だと思われる｡

c.女子総合学園のキャリア教育について思

うこと

最後に､｢女子総合学園のキャリア教育につ

いて､あなたが思うこと(希望､独自性など)を

自由に書いてください｣という問いに対する

回答について考察する｡

全調査回答者のうち118名から回答(自由

記述)が得られた｡それらの回答の中から､女

子絵合学園のキャリア教育に求める内容や椙

山女学園大学のキャリア教育の中で評価され

ている点をまとめると､以下のようである｡

①インターンシップなどの職業体験の充実

やガイダンス等の具体的な就職支援

②卒業生などによる具体的な体験談

(参働く女性の現状に関する情報提供

(弧女性の自立､活躍のための教育

(9マナーに関する教育

①については､｢インターンシップの場がも

っと増えるとうれしい｣｢ガイダンスなどがと

てもたすかる｣｢就職対策が遅い｣｢1､2年生か

らインターンシップや企業説明会の説明をし

てほしい｣｢採用試験について詳しく説明して

ほしい｣｢幼稚園や保育園の情報を敢えてほし

い｣｢保育者の話をもっと聞きたい｣｢専門的な

資格が必要となる職種につきたいので､その

ための対策をもっと充実させてほしい｣など､

専門職養成系の学部であるがゆえか､早くか

ら職業志向が固まっており､それに向けた教

育や支援を期待している｡すなわちキャリア

教育に求めるものは具体的な職業教育に特化

されている傾向にある｡その一方で｢一般の就

職の情報がほしい｣｢教育学部以外の進路につ

いて知りたい｣というl司答もあり､職業志向が

高いものの必ずしも現在所属している学部の

専門職にはこだわっていないと思われる回答

もあった｡

(彰については､｢就職した先輩の話が聞けて

よかった｣｢OGが行う体験談に基づいた就職

についての授業｣｢就職についてOGとのかか

わりが持てるようにしてほしい｣｢体験談をた

くさん聞きたい｣｢ゲストスピークの機会が多

くてよい｣｢リアルな現場の状況が知りたい｣

など､卒業生をはじめとした生の声を欲して

いるようである｡

③については､｢女性が社会に出たときどう

したらよいか｣｢女性が今後､社会で活躍する

ためにこれからどうすべきかなどを学びた

い｣｢女性が育児をしながら働くことができる

環境を知りたい｣｢結婚･出産後働くための情

報がほしい｣｢結婚･出産など女子だからこそ

悩むことをもう少し詳しく知っておきたい｣

などの声があった｡

④については｢これから先の社会で女性が

もっと活躍するためにも自立した女性教育が

必要｣｢女子大ならではの､女子だけで育つ環

境をいかして社会に出ても立派に働ける女性

の育成｣｢女性が社会で活躍していけるスキル

を身につけたい｣｢女子大ならではの女子が働

く方向からの視点｣｢女子大だから女性が働く

ということについて様々なことを教えてくれ

てありがたい｣というような､女性の活躍推進
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に関わる内容の要望が目立った｡

(9については､｢梅山独自のマナーブック｣

｢面接時の服装を知りたい｣というような､マ

ナーに関する要望もみられた｡

これらの結果については､対象学部の特性

による点もあると思われるが､かなり明確な

職業志向があり､具体的にその職業に就くた

めのあるいはその職業を継続するための教育

並びに情報提供を求めていた｡教員側は､人生

キャリアも見据えて､職業キャリアにとどま

らない幅広いキャリア教育を志向しているが､

学生側の要望は職業キャリア教育であり､ま

たその内容もかなり具体的かつ直接的なもの

であったので､その意識の東経をどのように

埋めていくかが今後の課題になると思われる｡

4.結語

以上のように､本研究では､女子大学の専門

職養成学部に在籍する学生たちの大学への進

学動機と今後の理想のライフコースを明らか

にするとともに､キャリア教育に関するこれ

までの経験と今後の希望を具体的にとらえて

きた｡本研究の成果を要約すると､以下のとお

りである｡

①女子大学の専門職養成学部に在籍する学

生たちは､稔じて明確な職業志向を持って進

学しており､学科選択についてはそれなりに

考えて選んでいる｡特に教育学部にその傾向

が顕著である｡

②しかしながら､理想のライフコースにつ

いては､｢結婚･出産後も変わらずフルタイム

で働く｣を希望している人よりも､むしろ｢出

産退職後子育てが落ち着くまで専業主婦･そ

の後パートで働く｣が圧倒的に多い｡いわゆる

M字型のライフコースを希望している人々

が多いという結果になった｡

③仕事に関しては､明確な職業志向がある

ものの､必ずしもすべての学生が在籍学部で

取得できる資格などと直接関係すると思われ

るものを希望しているわけではなく､その学

部の中にあって､自分なりの仕事を模索して

いる状況も見られた｡

④キャリア教育に関しては､学びの経験が

少ないことがわかった｡その一方で､学びのニ

ーズはかなり高い傾向にあったので､中学･高

校などにおいてもあまり学んでいないという

ことを前提に大学でのキャリア教育の充実が

必要であろう｡学びのニーズは､インターンシ

ップなどの充実や体験談を聴くことや具体的

な就職支援に向けられていた｡つまり､キャリ

ア教育とはいうものの､その要求のほとんど

は｢職業キャリア教育｣に関するものであった｡

このような結果を踏まえ､今後のキャリア

教育の課題としては以下のようなものがある

と思われる｡

1点目は､個別の学生目線でのキャリア教

育の必要である｡昨年実施した教養系学部の

学生とは結果の傾向が顕著に違っていたとい

うことを踏まえ､それぞれの学生の状況やニ

ーズを把握し､必ずしもニーズにのみ答える

というものではないが､学生たちの理解が不

足しているキャリア分野に関する教育を充実

させるとともに､職業キャリア教育について

は､ニーズにある程度則したものも提供して

いく必要があると思われる｡

2点目は､特にその職業キャリア分野に関

する教育について､授業として実施するもの

と､キャリア支援課などで支援するものとの

整理､すみわけが必要であると思われる｡

キャリア支援課においては､具体的実践的
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な情報提供が求められるが､授業においては､

多数漁の事例のみでなく､多角的な視点から

の情報の提供､思考のトレーニングが必要で

あろう｡

3点目は､女子大学ゆえの利点と課題を踏

まえたキャリア教育の必要性である｡2015年

には｢女性の活躍推進法｣も施行され､女性の

生き方働き方に関わる社会の情勢は大きく変

化してきている｡そのような状況にあって､社

会で活躍できる女性たちを育成するためには

どのような教育が必要であるかについて､大

学の特性を踏まえながら検討すべきである｡

単なるマナー教育にとどまることなく､今後

の社会において､それぞれの女性たちがその

人らしく輝けるようなキャリア教育を模索し

ていく必要がある｡

以上のように､女子大生のキャリアデザイ

ンと女子大学のキャリア教育に関する調査を

本学の学生を対象に2年続けて実施し､その

結果について考察･検討してきたが､調査を実

施できなかった学部もあり､また学年ごとに

比較検討をするには学年ごとのデータ量にば

らつきがあるなどの問題点もあり､十分な分

析をすることが叶わなかった｡今後はこれら

の反省を踏まえ､全学部全学年でできるだけ

時期もそろえて同様の調査が実施できれば､

より多くのキャリア教育に向けての提言がで

きると思われる｡また､大学入学前のキャリア

教育があまり充実していないという結果もみ

られたので､できうることならば総合学園の

強みを生かして､中学･高等学校などでも調査

を実施し､更なる課題を把捉していきたいと

思う｡

引用文献･参考文献

1)中央教育審議会｢今後の学校におけるキャリ

ア教育･職業教育の在り方について(答申)｣

(2011年1月31日)｡

2)東珠実･小川奈保子･小倉祥子･影山穂波･

藤原直子･吉田あけみ｢女子大学卒業生のラ

イフコースと女子大学の特性に関する研究-

20代から80代の卒業生へのインタビュー調査

を手掛かりに-｣､『椙山人間学研究』第7号

(2012)､pp.110～136｡

3)椙山女学園大学女性論プロジェクト｢ロールモ

デル集 楯山発の女性たち｣(2013)｡

4)東珠芙･小川奈保子･小倉祥子･影山穂波･

藤原直子･吉田あけみ｢女子大学におけるキャ

リア教育の比較研究｣､『椙山人間学研究』第

9号(2014)､pp.164～180｡

5)東珠美･太田ふみ子･小川奈保子･小倉祥子･

影山穂波･塚田文子･藤原直子･吉田あけみ

｢SUGIYAMA 私のキャリアマップ MY

CAREER MAP｣椙山人間学研究センター

(2011)｡

6)東珠実･小川奈保子･小倉祥子･影山穂波･

藤原直子･吉田あけみ｢女子大生のキャリアデ

ザインと女子大学のキャリア教育に関する研

究｣､『椙山人間学研究』第10号(2015)､

pp.141～163｡

7)京都女子大学｢現代GP『女子学生のキャリア

教育の体系化と普及』文部科学省現代的教

育ニーズ取り組み支援プログラム(平成18年

皮･平成19年度)アンケート調査報告書｣

(2008)｡

8)国立社会保障･人口問題研究所｢第14回出

生動向基本調査(結婚と出産に関する全国

調査)｣(2010)｡

JoumalofSugiyamaHumanResearch2015 153




